
 

 

 

 

 

 

 

「１年間の折り返しの時期」 

    ～これまでを振り返り、次のステップへ～ 

校長 駒宮 惠美子 

保護者の皆様、地域の皆様、いつも本校の教育活動に御理解と御協力をいただき、誠にありがとうございます。 

          子供たちの元気な声が響く学校生活も、早いもので、４月から半年が過ぎました。 

日々、成長を続ける子供たちの姿を見ていると、私たち教職員も大変嬉しく思います。 

【修学旅行にいってきました】 

6 年生が 9 月 29 日（火）、30 日（水）福島・会津方面へ修学旅行に行って 

きました。６年生の子供たちは、日々の学習や生活を見直し、修学旅行を成功 

するために皆で取り組んでいました。その成果が発揮され、学び多い思い出に残る１泊２日となりました。 

「会津藩校日新館を訪れて」 

 下の７つの教えは会津藩の幼年者教育として、知られている「什の掟」です。 

日新館を見学した時に、お話をいただきました。 

（６．７については現代には合わないかもしれません、というお話でした。） 

１．年長者の言うことに背いてはなりませぬ   

２．年長者にはお辞儀をしなければなりませぬ 

３．嘘言（うそ）を言うことはなりませぬ    

４．卑怯な振る舞いをしてはなりませぬ 

５．弱いものをいぢめてはなりませぬ（原文どおり） 

６．戸外で物を食べてはなりませぬ   

７．戸外で婦人と言葉を交えてはなりませぬ 

ならぬことはならぬものです。会津藩什の掟 日新館が教えた 7 カ条 中元寺智信著 

＊日新館教育は、１０歳での入学する以前の６歳ごろからすでに始まっていました。 

幼年者の集団教育は、「自然の遊びのうちに社会人としての基本を教えることをねらいとし、子供は子供

同士、年長者と同年輩との交わりの中で覚えていくのが自然である」というのが藩の方針でした。まさに、

「学校」という社会の中で、同年代の子供同士、年の違う子供同士、そして大人（教師）と子供との関わり

の中で社会人となる基礎を身に付けていく今の小学校での学びと同じですね。 

価値観が多様化している今日ではありますが、「什の掟」の最後の一文である「ならぬことはならぬもので

す」は子供たちを立派な社会人に育てるための年長者たちの熱い思いであると私は感じました。現代におい

ても「良いことはよい、いけないことはいけない」としっかりと教えていくことは不易なことであり、そう

した年長者の姿勢とその教えを素直に受け止める心を醸成していく羽生北小であり続けたいと改めて思い

ました。 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

日 曜日 予  定 

１ 木 

臨時歯科健診(２年) 

委員会➅ 

校内絵画展 

２ 金 

航空写真撮影 

校内絵画展 

ハートフルデー 

３ 土 ハートフルデー 

４ 日 ハートフルデー 

５ 月 
校内絵画展 

放課後子ども教室 

６ 火 校内授業研究会４・５校時(３－１、５－２) 5 時間授業 

７ 水 
防災体験(２校時～) 

昼：みんなの時間④ 

８ 木 クラブ⑤ 

９ 金  

10 土  

11 日  

12 月 スポーツの日 

13 火 昼：運動会集会 

14 水 就学時健康診断 12:50完全下校 

15 木 クラブ⑥ 

16 金  

17 土  

18 日  

19 月 ５時間授業 

20 火  

21 水 
市長「ふれあい訪問」9:00～9:30 

昼：運動会代表児童の練習 

22 木 月曜日課６時間授業 

23 金  

24 土 ヒューマンフェスティバル北埼玉 2026 

25 日  

26 月 
昼：音楽会事前発表(４－１) 

放課後子ども教室 

27 火 
校内研究授業４・５校時(２－１、６－１)  

5 時間授業 

28 水 
昼：運動会全体練習 

運動会５・６年係打合せ(１回目)６校時 

29 木 
羽生市内音楽会(４－１) 

委員会⑦ 

30 金  

31 土  
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羽生市藍染め体験【３年】 

 

９月１０日(木)に市民プラザで藍染め体験をし
ました。水玉模様とわっか模様の２種類から柄を選
び、柄の作り方を講師の先生に教わりました。白い
ハンカチを折り、数か所輪ゴムでとめてから、藍染
めをしました。ハンカチを広げ、柄を見た子供たち
は驚きいっぱいでした。世界で１枚しかない、すて
きなハンカチをつくることができました。 


